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A. Gideの作品における imageの発展 (n)
-Le Voyage d'Urienと Paludesの場合一
重 本 利
1. Le Voyage d'Urien 
1893年に出版された LeVoyage d'Urienは， Gide的変貌の，一つの新しい段階を示すも
のである。この作品を書いたとき， Gideはフラ｀ノス象徴主義の影響を，とりわけ Mallarmも
の影響を，強く受けていたことは周知のとおりであるが，すでにこの時期から，彼が， 「行璽h」
の小説家になろうと意気込んでいたことも見逃してはならない。彼は Mallarmもpourla poも—
(I) 
sie, Maeterlink pour le th紐tre,et moi pour le roman. といっているが，これが当時の彼
の口ぐせであった。彼が自己の新作 LeVoyage d'U五en の原稿を師匠の Mallarmもに見'~
たとき，最初 Mallarmもは，おどろきを禁じ得なかった。この作品を 実際の旅行報告書 だと
思ったからである。 しかし，これが純粋に想像の産物であることを知って，彼はやっと安心し
たのであった。詩の形式を借りた後書き(envoi)には，しまっきりと次のように記されている。
Ce voyage n'est que mon reve, nous ne sommes jamais sortis de la chambre de nos 
pensもes.そしてこの事実は， d'Urien(固有名詞「ユリヤソ」）と durien (名詞「無」）との，
軽妙な語呂合わせから生まれた表題にも暗示されているところである。
Le Voyage d'Urienの物語は，三つの象徴的な舞台のうえで展開される。 この物語を，
Homereのかの Odysseeと比較するならば，いわば精神的なそれということもできるであろ
(2) 
う。思策と研究と神学上の悦惚状態とに終始した苦しい夜が明けると， Urienと彼の仲間たち
-Angaire, Agloval, Mもlian,Tradelineau などの，ひびきのいい名前をもった騎士たち—―­
は， Orion号に乗って北極に向かう。最初彼らは誘惑にみちた熱帯の島々を眺めながら， 暖：洞E
を横切って航海した。次いで彼らは， Sargasso海の，灰色の単調な地域を通過しなければなら
なかった。ときには，北氷洋の大浮氷を切り開いて航路を作らざるを得ないこともあった。 そ~
して，自分たちの船を焼き捨てて，やっと目的地にたどり着いたときには， 彼らのうちの 7)¥、
だけが残されたのである。そこは，人跡未踏の，氷のない， 周囲を円くとり囲まれた極i封1の洵］
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水であった。以上の三つの場面に含まれる寓話的な意味は， 書物のなかに順次示されるさまざ
まな手がかりによって，おのずから明らかである。すなわち，熱帯の海は欲望の象徴である。
Sargasso海は自己観照の場である。 そして，北氷洋は形而上的な思弁の場である。 というの
ぱ，包囲された湖水は， 「自我」 一一究極の「現実」一ーを意味しているからである。 しかし
ながら，Homereの Odyssee,Dante, Bunyan, Novalisなどにもとづくいろいろな回想が入
り混った寓話的な上部構造は，imageそのものの効果的な使用という点から見れば，むしろ適
切を欠く場合もあり得よう。 つまり，imageの根本的な機能は，文字のレベルにおいて，物語
(3) 
の緊迫惑を強める ことにあるのである。
analogieが十分に結実するいとまもないほど物語の進行は急速であるが， LeVoyaged'江
rienには，かなり多くの imageが存在する。 この作品にあらわれる imageのいちぢるしい
特徴は，その適応佳である。多くの imageは，三つの場面のもつ異った調子に完全に適合し，
それぞれの場面のユニークな雰囲気を創り出すのに， 少なからず貢献していることが認められ
る。
熱帯の島々に関する描写のなかには，たしかに多数の写実的な comparaison(直喩）が見受
けられる。しかしながら，当時まだ若かった GideIi, あまりにも豊富な imageを用いるこ
とによって，物語そのものに負担をかけすぎるやり方に抵抗した感もある。 作中の騎士たちが，
はじめて行く手に島々 を認めたとき，それらの異様な形姿と色彩が， いくつかの比較を提示し
ている。
Ellesもtaienta !'avant 1もgerementescarpもes,recifs de madrもpores,gris comme des 
pierres volcaniq ues, ou !es racines se denudaient; a l'arriもreelles fl.ottaient comme des 
chevelures, racines par la mer rougies .... C'もtaientdes jardins sur la mer. . . . (pp. 22 
-3.) 
さらにまた，二重の imageも存在する。最初のものは純粋に具体的であるが，第2のものに
は，はからずも抽象的なひねりが含まれている。
｛ ゞ｀）
ヽ
Et nous avons pense que chacune d'elles (=des iles) s'もtaitdもtachもe,ainsi qu'un 
fruit muri de sa tige ; —-et quand plus rien ne les a retenues profondement au roe 
natal, alors, comme des actions non sinceres, elles ont ete au hasard des derives, em-
portもespar tous les courants. (p. 24.) 
これらの島々の一つに上陸した旅行者たちは，色鮮かなオリエントの町を見る。
Au-dessus de la vile flottaient des brouillards en nuages que dもchiraientles mina-
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rets pointus. Les minaretsもtaientsi hauts que les nuもesy restaient prises, et l'on eut 
dit des orifiammes, des oriflammes tendues, sans un pli, malgre l'air fiuide ou ne remu-
ait pas une brise. (p. 29.) 
一明け方，太陽の光に触れるやいなや，回教寺院は， たぐい稀な旋律に乗って生気をとりもど
す。尖塔の頂上から祈禰時刻の報知者が， 大空を舞うひばりのような声で人びとに呼びかける。
そして， 音楽が止むにつれて町は次第に色あせてゆく。 C'etaitun mirage en alもquipalpi-
(4) 
tait au gre d'un chant. (pp. 30-L) 作者はこの町を citもmiragieuseと名づけているが，
これはまさに，巧妙かつ大胆な nもologismeである。
同じ島のうえで，放浪の旅行者たちは人魚に出会う。
Leurs cheveux ruisselants, qui les couvraient tout entieres, verts et bleus, semblaient 
des her bes de la mer .... Leur voixもtaitcomme une vallee d'ombre et comme l'eau 
fraiche aux malades. (pp. 32-4.) 
他の島々では，旅人たちは深紅色の果実を発見する。その果実は真赤な液を出していて，そ
れは傷口から吹き出る血を思わせる。 (p.42.) そして周囲では，花びらとまちがえそうな色ど
りの蝶が飛びまわっている。 La:fleur en paraissait ailee. (p. 56.) また彼らは，高い山のう
えで氷河の水を飲む。その水はあまりにも清らかで， 早朝のすがすがしい空気のように， ー同
をうっとりさせるものであった。 Sadもlicatevertu a glissもjusqu'anos pensees, comme 
d'une eau lustrale. (pp. 55-6.)さらに彼らは，近くの海岸で，砂浜にすわってもの想いにふ
けっている神秘的な子供を見つける。 Ilavait de grands yeux, bleus comme une mer gla-
ciale; sa peau luisait comme les lys et ses cheveuxもtaientcomme une nuee que le 
soleil a l'aube colore .... I parla; sa voix, de ses levres, jailit, comme s'envole l'oiseau 
d u matm en secouant de la rosee. (p. 57.) 
Orion号が Sargasso海にさしかかると， styleは一変する。 ここでは imageの必要性が
ほとんど存在しない。 つまり，起伏に乏しい一種の単調さが狙いとなっているからである。次
に示す imageは， 雰囲気全体の陰うつさと重苦しさを強調するために，大いに効果を発揮し
ていると思われる。
On voyait, comme des fruits de ces cavernes, pendre les chauves-souris 1もthargiques.
(p.103.) 
On entendait .... l'eau par la rame soulevもeretomber comme de lourdes larmes. (p. 
108.) 
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次の数行においては，重圧惑の印象は，連続的な三つの imageによって強められ，さらに，
-syntaxeがそれを補強する役割を果している。
.... et de nouveau se souleva des vases comme uneもtoffemortuaire, une femme lente 
(5) 
et voilもe;le voile gris trainait sur la jonchaie, comrne s'accroche aux joncs de la brouもe.
La tige de lys inclinもpenchaitle calice vers terre; les sons tombaient comme des 
graines. (pp. 105-6.) 
北極旅行の物語にあらわれる imageは，奇妙な，ほとんど無気味な様相を帯びている。あり
きたりの日常的な体験が，極地の微光を浴びて神秘のヴェールに包まれる。
Au so lei] couchant Jes montagnes parurent d'opale. Il en arriva de nouvelles ; eles 
apportaient des algues laminもes,fines et longues comme des chevelures; on croyait des 
sirenes captives; puis ce fut un reseau; la lune a travers apparut, comme une med use 
au£.let, comme une holothurie nacrもe; puis degagもe,nageant clans l'air libre, la lune 
se :fit azurもe. Des細 ilespensives erraient, tournaient, s'enfon<;aient clans la mer. (pp. 
123ー 4.)
また他の数行においては， imageは， syntaxeの助けを借りて効果を上げている。たとえば，
急テソボな況状の変化を示すために，語順転倒の大胆な形式が用いられている。
J eregardai, et soudain la nuit se dechira, s'ouvrit, et se deploya sur !es :flats toute 
une aurore borもale.(p. 146.) 
旅行者たちの体験のあるものは， imageの全体的なつながりを切り離してしまうほど，非常
に強烈なものである。
Vers le matin .... vint voguer pres de nous un ilot de glace tres pure; au milieu, com-
me un fruit enchasse, comme un ceuf de merveilles luisait une immortelle pierrerie. 
Etoile du matin sur 1 avague, nous ne pouv1ons nous lasser de la voir. Elleもtaitpure 
comme un rayon de la Lyre; a l'aurore elle vi bra comme un chant. (pp. 124-5.) 
北極風景の幻想的な美しさとは対照的に，いわば反動的で，しかも表現力に富んだcomparai-
sonもいく つか存在する。それは，人体に及ぼす気候風土の影響を叙述した部分である。
Notre sang .... semblait parfois n'etre plus que comme une humeur stagnante et 
cesser presque de circuler; I emomdre mouvement le dもversaita :flots comme d'une 
coupe penchee. (p. 137.) 
Sa peau etait dechiquetee ainsi qu'uneもtoffepassもe.... Comme un fruit sortant de sa 
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poche, ses gencivesもnormes,gonflees, tumも:fieset spongieuses repoussaient, dechi-
ra1ent ses levres. (p. 141.) 
旅行者の一人が， 多数のケワクガモやアホウドリを射落す場面を描いた典型的なフラ ソス象
徴派流の文章においては，効果を高めるために， imageと syntaxeがふたたび結びついてい
る。
Et alors monte de la vague, emporte par le vent marin, un tourbillon d'とcumeaffolee, 
entre Jes parois de falaise, blanc comme le duvet des cygnes, et qui monte, qui monte, 
et chassもdもsespもrもmentavec Jes plumes et Jes plumes, disparait clans le ciel qu'on 
voit, gouffre bleu, lorsqu'on Iもvela tete. (pp. 127-8.) 
この作品は，処女f乍LesCahiers d'Andre Walterのわずか2年後に出版されたのである
が， imageの使用に関しては，とくにその形式の面において，はるかに力強いものを示してい
る。しかしそれと同時に， Le Voyage d'Urienにあらわれた imageは，なお描造上単純で
あり，スケールが小さいことも事実である。それらは， ストーリ ーの進展を担うことばのレベ
ルに限定され，寓話的な意味を含むまでには至っていない。 さらにまた，書物全体にはイロニ
ーの気配がただよい，末尾に見られる詩の形式を借りた後書きにおいて， それが明白なものと
なっているにもかかわらず， image自体は，いかなる微妙なイロニーの痕跡をもとどめていな
い。つま り若い作家は，婉曲で間接的な imageの効果を意図するほど， 十分に成長していな
かったわけである。
2. Paludes 
1895年に出版された Paludesにあらわれる imageの内容を全般的に理解するためには，
この書物が書かれたムードについて，いくつかの事柄を知る必要がある。 自叙伝 Sile grain 
ne meurtのなかには，当時の作者の心境が率直に記されている。 チュニス，アルジェ リヤの
旅行から帰った後 Gideはある一つの感情におそわれた。そして彼は，その感情を，古いフ
ラソス語一一英語にはまだ保存されている estrangementという語一一によってのみ表現する
ことができたのである。
J e rapportais, a mon retour en France, un secret de ressusc1te, et connus tout d'abord 
cette sorte d'angoisse abominable que dut gouter Lazareもchappedu tombeau. Plus 
rien de ce qui m'occupait d'abord ne me paraissait encore important. Comment avait-je 
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pu respirer jusqu'alors clans cette atmosphereもtouffもedes salons et des cもnacles,ou 
!'agitation de chacun remuait un parfum de mart? .... Un tel etat d'estrange加ent(dont 
je souffrais surtout aupres des miens) m'eut fort bien conduit au suicide, n'もtait I'も—
(7) 
chappement que je trouvai a ledecrire ironiquement clans Paludes. 
この書物の主要テーマであるパリの社交界の「息づまるような雰囲気」は， 「沼地」を意味
する Paludesという表題によって，象徴的に暗示されている。これは Virgileの第1のEclo-
gueから借用されたものである。物語は，無名の青年作家が記す日記の形式をとっているが，
(8) 
この青年もまた，同じ表題の作品 Paludesを執筆中なのである。これは， Tityreと呼ばれる
一人の男の物語で，彼は， Virgileの作品に登場する同名の人物のように， 自分の所有する沼
(9) 
地での生活に，完全に満足しきっている。語り手の姿勢は， Tityreのそれとまったく反対であ
る。むしろ， 自分自身の日常生活や，自分の所属する文学サークルの連中の生活の， 沈滞と不
毛の状態にいたたまれない思いをしているのである。そして，彼にとっては， Paludesを書く
ことが， 日常性を打破するための唯一の手段なのである。ちょうどそれは， Gideが， この書
物の制作に従事する ことによ って， 自分自身の沼地から脱出する道を見出そうとしたのと酷似
している。このようにして， Paludesということばが中心的な象徴となって発展し，そのまわ
りで，物語全体が回転してゆくのである。 Paludesは，象徴的な表題をもつ Gideの多くの作
品のなかで， おそらく最初のものである。彼は， LesNourritures terrestres, La Porte 
etroite, La Symphonie pastorate, Si le grain ne meurtなどの， 以後の諸作品において
この計画をくり返し， とりわけ LesFaux-,/l1onnayeursでは，象徴と現実とが混然と入り乱
れ，複雑多岐な様相を呈している。
沼地の象徴はさておくとしても， さらに，同じテーマに関係するいくつかの副次的な image
も存在する。
Chaque acte, au lieu, sitot fait, de devenir pour nous un repoussoir, devient la cou-
che creuse ou. l'on retombe-recubans. (p. 99.) 
「不活発」「怠隋」を意味するラテソ語の形容詞 recubansは，Virgileの詩の最初の部分に
あらわれた Tityreの状態である。 Tityre,tu patulae recubans sub tegmine fagi. すなわ
ちこれは，象徴的な意味をこめて提示された一つの状態である。
また， 沈滞と不活発は， 非常に異った二つの思考領域から抽出された， 二重の mもtaphore
によっても描かれている。
Il y a des choses que !'on recommence chaque jour, simplement parce qu'on n'a rien 
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de mieux a faire .... C'est dans le temps le mouvement clans l'espace des fauves pri-
sonniers ou celui des marもessur la plage. (pp. 29-30,) 
檻のなかのけものに関する comparaisonでは，この沈滞のテーマが， 同じく重要なもう一
つのテーマと結合していることがわかる。 つまり，閉じ込められ，とり囲まれ，狭い範囲内に
(10) 
局限されているという圧迫感息苦しさがそれである。そして，この圧迫感息苦しさは， 数
多くの imageを通して表現され，ときには，comparaisonの要素は，わずかに目立つ程度に
とどまっている場合もある。
Ce qu'il faut indiquer, c'est que chacun, quoique enfermも， secroit dehors. (p. 75.) 
Ils auront rempli leur place. — Je crois bien ! ils l'ont prise aussi petite qu'eux. 
(p. 33.) 
Com bien est petit le cercle de votre manege ! (p. 68.) 
次の数行においては，非常な細部にわたって analogieが使用されている。 これは， Gideの
作品にしばしば見受けられるいろいろな植物の imageと同様，作者が，植物学の分野に関して，
いかに精通しているかを如実に示す文章である。
Destinもesfaites sur mesures. Nもcessitもdefaire craquer ses vetements comme le 
platane ou l'eucalyptus, en s'agrandissant, sesもcorces.(p. 59.) 
精神的な面だけでなく，身体的な面においても，つねに語り手は， 閉じ込められ，圧迫され
ているという感情を拭い去ることができない。
Je m'もveilaitrempe de sueur; Jes couvertures trop bordもesme sanglaient comme 
des ligatures; leur tension me sem blait un poids horrible sur la poitrine. (p. 117.) 
この書物の終り近くでは，テーマはとりわけ執拗となり， いわゆる閉所恐怖症の形態へと発
展する。語り手の感情の強烈さを描き出すために， 一つの imageが， 意識的に真面目さを茶
化すような形をとって，他の imageを引き立たせることがある。
Toutes les angoisses d'un poitrinaire clans une chambre trop petite, d'un mineur qui 
veut remonter vers le jour, et du pecheur de perles qui sent peser sur lui tout le poids 
des sombres ondes de la mer! toute !'oppression de Plante ou de Samson tournant la 
meule, de Sisyphe roulant le rocher; tout l'もtouffementd'un peuple en esclavage― 
entre autres peines, celles-la, toutes, je les ai toutes connues. (pp, 163-4.) 
作中の Spitzerもそう呼んでいるとおり， このような渾沌とした列挙も，心理的には筋道が
立っているのである。というのは，語り手の増大してゆく興奮状態が， いかにもよく反映され
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ているからである。彼は，女友tこちの Angeleに口述筆記をさせている。そして，彼のことば
があまりにも早く，次から次へと口をついて出てくるので，彼女は， それらをほとんど書きと
どめることができない。 しかしながら，彼女の抗議に対して， スピードをゆるめる様子もな
く，彼はさらにつづける。
Que de fois, que de fois j'ai fa.it ce geste, comme en un cauchemar affreux ou j'ima-
ginais le ciel de mon lit detache, tom ber, m'envelopper, peser sur ma poitrine ... pour 
repousser de moi, a bras tend us, q uelques parois invisibles―ce geste ... de retenir a 
bras tendus des murs qui toujours se rapprochent, ou dont la pesante fragilite branle 
et chancelle audessus de nos tetes; ce geste aussi de rejeter des vetements trap lourds, 
des manteaux, de dessus nos epaules. (pp. 164-5.) 
そして，不可避的なクライマックスに逹するまで，彼は語るのを止めないのである。 クライ
マックスとは，つまり砥場の象徴である。
Tenterons-nous encore de soulever ces oppressants suaires—-ou nous accoutumerons-
nous a ne plus respirer qu'a peine―a prolonger ainsi notre vie clans cette tombe? 
(p.166.) 
語り手が，韮圧惑に対する恐怖についての至上の象徴を見出すのも， 同じ一節においてであ
る。それは，空飛ぶ屋根の神話である。彼はこういっている。 われわれが屋根を作るやいなや，
それはわれわれにつきまとい，われわれの頭上に気味わる＜迫ってくる。 それは，雨からわれ
われを設ってくれるであろうが， また， 太腸の光をさえぎってしまうこともある。われわれ
は， どうしてもこの屋根から逃れることができない。もし逃げ出そうとすれば， たちまちにし
て，あとを追ってくるであろう。
Et le toit courait aprさsnous. I bondissai t a la fa~on de cette cloche des Iもgendes
apres ceux qui tentaient d'もchapperau culte .... I courbait notre front, il voil.tait nos 
epaules—-comme faisait a Sindbad tout le poids du Vieillard de la Mer. (pp. 160-2.) 
このような閉所恐怖症的な imageが， Paludesの成立に決定的な役割を果していることは，
いまや明白である。語り手は Angeleと旅行する。そして，不成功に終ったこの旅行の物語の
なかに，秘密の入口が存在するのである。それは，縁にうまのずずくさの生えている道 (chemin
borde d'aristoloches)である。 この？まのすずくさは一種の花であって，昆虫が飛び込めば，
がく (II) 
蒋のなかで下に向かって尖っている硬い毛のために，逃げ出すことができないのである。先に
も述べたように，植物学に精通していた Gideは，おそら く，うまのすずくさの生態を熟知し
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ていたのである。 そして，監禁状態にある人間の感情を表現するための一つの深遠な象徴とし
て， この花を慎重に選んだのである。さらに見逃してはならないことは， Gide自身も彼の Si
le grain ne meurtのなかで語っているとおり，イクリヤの Milanの公園を散歩していたと
き，ふと，はじめて Paludesの着想が浮かんだ， という事実である。 つまり，その着想は，
脈絡のない二つのことば使いの形で， Gideの脳裏にひらめいたのであるが，その一つこそ，例
(12) 
の縁にうまのすずくさの生えている道にほかならなかった。 なお Paludesは，知的なサーク
ルのあいだでかなりの成功をおさめたが，そのことが，文学的 snobismeをもった不思議なこ
とばを，一部に流行させる結果となったのも注目に価する。およそ30年後に， JeanGiraudoux 
は，劇作 Siegfriedのなかで，イロニーをこめて次のように書いている。 Aristoloche-un
(13) 
mot secret auquel se reconnaissent les Franc;ais du XXe siecle. 
Paludesに含まれる imageのあるものは，文脈からひき離されて，ひどい乱れ方をしてい
る場合がある。しかし，もしも適切な位置におき直されるならば，それらは，非常に異った照明
(1') 
のもとによみがえる。作品全体の調子は諷剌的であり，喜劇的であるといわれている。 語り手
は，こっけいな人物として配置され，彼が口にするすべてのことは，彼独特の個性に彩られてい
る。また，相当な数にのぼる明白なイロニーや，まったくの茶番も存在する。 したがって，空
飛ぶ屋根や，閉所恐怖症に関するその他の象徴についての語り手の長広舌は．女友達の Angele
から， Malheureuxami, pourquoi commenrates-vous Paludes? (p. 163.) あるいは， Ou 
prites-vous le sentiment d'une plus grande exubもranee? (p. 166.)といった質問を引き出
すことになる。それと同時に，上例にも見られるとおり，誇張や気取りから， 故意に単純過去
時制 (passもsimple)が使用されているが， これは， ．ン,:ノの奥底に流れる潜在的なパトスを
中和させ，真に受けるには当らないことを読者に気づかせるための， 作者の配慮だといえるで
(15) 
あろう。そして，別の数行では，一連の感傷的な imageのはたらきが，詠嘆調や文学的回想の
続出する， 気まぐれな一貫性のない syntaxeによって否定されている。
Ah! de quelle morne grisaille et de quelle veille effritもe,cendre amere, ah ! pensもe
-sera-ce ta candeur, et qui se glisse inespもree,au be, qui nous dもlivrera?-La vitre 
ou le matin ruisselle ... non .... le matin ou pa.lit la vitre .... Angele-laverait ... 
laverait .... (pp.140-1.) 
また，他の一節においては，文脈からではなくて， image自体の性格から，喜劇的な効果が
生まれている。それらのいくつかは，カリカチュアのように鮮明であり，鋭利である。
lei, ma P,ensee, pourquoi t'arreter et me :fixer comme une chouette hagarde? (p. 109.) 
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Le portrait de Hubert ... il a l'air d'un ventilateur; .... ma parole, d'un verttilateur 
tout crachも.(pp. 115-16.) 
ときには， このカリカチュアは，もっと入念かつ精巧なものとなっている。
L'hom加enormal (ce mot m'exaspere), c'est ce rもsidu,cette matiere premiere, qu'apres 
la fonte ou les particularitもsse subtilisent, on retrouve au fond des cornues. C'est le 
pigeon primitif qu'on rもobtientpar le croisement des variもtもsrares-un pigeon gris 
―les plumes de couleur sont tombもes;il n'a plus rien qui le distingue. (p. 96.) 
J evoulais encore penser a cette petite idもequi grandit; maintenant l'idもeestもnorme―et qui m'a pris-pour en vivre; oui, je suis son moyen d'existence .... Elle m'a 
pris pour la trim baler clans le monde. (P. 112.) 
たとえば，一つの喜劇的な imageは， vers(「詩」）と ver(「虫」）との語呂合わせを基盤と
している。語り手が書いている作品のなかで， 主人公の Tityreは，非常に栄養価が高いとい
われる versde vase (「泥虫」複数形）を食べるようにと忠告を受ける。 さらにもっとあとの
部分では，ある晩， Angらleのサロンで文学グループの集りが開かれたとき，語り手は， 自作
の詩のいくつかを朗読してほしいと，周囲の人びとからたのまれる。
'Vous nous lirez des vers, n'est-ce pas ?'――'Pas des vers de vase,'dit Isidore bete-
ment―'il parait que e'en est plein clans Paludes.'(p. 85.) 
Gideの著作にしばしば見られることであるが， 自分の書物の発展や， 文学作品全般の問題
に関する語り手の注釈ほ， とぎには mもtaphoriqueなことばによって，公式的に示される。こ
れらの imageはまた，喜剌的な調子を帯びている場合もある。 Paludesにあらわれたもっと
も興味深い comparaisonの一つは，文学作品が卵と比較されていることである。
'Un livre, Hubert, est clos, plein, lisse comme un c:euf. On n'y saurait faire entrer 
rien, pas une epingle, que par force, et sa forme en serait brisもe.'
'Alors ton c:euf est plein ?'reprit Hubert. 
''Mais, cher ami, les ceufs ne se remplissent pas: les c:eufs naissent pleins.' 
そして彼は，さらに別の analogieを用いて，芸術においても，人生におけると同様に，行動
の自由がいちじるしく規制されていることを訴えつづける。
lei c'est bordもdetalus comme ailleurs; nos routes sont foreもes,nos travaux de meme. 
(p. 72.) 
それから語り手は，抽象的な問題を論じることによって， mもtaphoreの価値を認識する。
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L'art est de peindre un sujet particulier avec assez de puissance pour que la g醗
ralitもdontil dもpendaits'y comprenne. En termes abstraits cela se dit tres mal parce 
que c'est d嘩 unepensもea bstraite ; —-mais vous me comprendrez assurもmenten son-
geant a tout l'もnormepaysage qui passe a travers le trou d'une serrure des que l'面 l
se rapproche suffisamment de la porte. Tel, qui ne voit ici qu'une serrure, verrait le 
monde entier au travers s'il savait seulement se pencher. (pp. 89-90.) 
そのうえ彼は， imageのある種のタイプに含まれる危険性に，十分気づいている。彼の日記
の，次のような記事に注目すべきであろう。つまりそれは， 自然主義作家 Goncourt兄弟の，
(16) 
評判高いマソネリ スムの一つを， 皮肉り，嘲笑した文章である。 Despoissons passent. Eviter, 
en parlant d'eux, de les appeler des'stupeurs opaques.'(p. 23.) 
また別の数行においては， 彼は， 一連のかなり高度に着色された comparaisonをあえて
用い，それによって，作家たる自分自身をきびしくいましめている。
La pensもed'autrui est plus inerte encore que la matiere. I semble que chaque idee, 
des qu'on la touche, vous cha.tie; eles ressemblent aces goules de nuit qui s'installent 
sur vos epaules, se nourrissent de vous et pesent d'autant plus qu'elles vous ont rendu 
plus faible .... A prもsentque j'ai commence de chercher Jes equivalents des pensもes,
pour les rendre aux autres plus claires-je ne peux cesser; retrospections ;-voila 
des mもtaphoresridicules. (p. 110.) 
Paludesに見られるほとんどすべての imageIま，知的な水準のものである。それらの主要
な機能は， まず第1に，抽象的な体験を，理解しやすいきわめて明瞭なものにすることであ り，
次いで， これらの体験に， しばしば喜劇的な， あるいは諷刺的なもつれやねじれを与えること
である。ただ一つの例外として，純粋に描写的な imageも存在する。それは，ある現象によ っ
て，他の具体的な現象を表現する場合である。その一例は，たとえば夢物語のなかにあらわれ
る。
Cette branche de nymphもabotanique ... que je vais rもcoltersur le fleuve .. Mais 
c'est absoiument du velours! un ta pis tout a fait ;-c'est une moquetteもlastique! 
(p. 115.) 
さらにまた， Tityreの日記からの抜粋にも，非常に具体的な imageを指摘することができ
る。
Parfois, a la surface des eaux croupies, s'もtaleune irisation merveilleuse, et les papil-
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ions ]es plus beaux n'ont rien de pareil sur leurs ailes; la pellicule qui s'y diapre est 
formもede matieres dもcomposees.(pp. 62-3.) 
(17) 
外見的には小冊子ながら， Paludesは複雑でとらえがたい作品である。したがって， この作
品に対する批評家たちの評価は，非常にさまざまである。 ある批評家は， これを， Gideのも
(l8) 
っともすぐれた書物の一つだとみなしている。 他の批評家によれば， この作品は，深刻なモラ
(19) 
ル上の危機の兆候として以外には，なんらの価値ももっていないことになる。 それはともかく
として，ことばを処理するに際しての， Gideの円熟した巧妙さには， 賞讃せざるを得ないも
のがある。 LもonBlumは， Paludesを扱ったごく初期の批評のなかで，Gideはこの上もな
(20) 
く，言語の才能と技術を身につけている， という意味のことを述べているが，この Blumの意
見は， imageの使用に関しても，十分に当てはまるものである。先述のとおり， Paludesの
imageは，主として知的な領域に限定されてはいるけれども，その構造はきわめて多様であり，
簡潔な analogieから巧緻な mもtaphoreにいたるまで，広範囲にわたっている。そして，主要
な象徴へと発展してゆく可能性をもっているのである。 それらの多くは，従来の慣習にとらわ
れない，まった ＜オリジナルなものであり， 作品全体を支配する中心的なテーマとかたく結び
ついている。そして，書物が示そうとする意味を適確に伝え， その芸術的効果を深めるについ
て，ダイナミックな役割を演じているのである。 何よりも重要なのは，喜劇的な，あるいは諷
刺的な意図をもって，多くの imageを，いわば斜めに使用するに際して，作者 Gideは，偉大
な器用さを発揮している点である。 Paludesを区切りとして， Gideの長い作家生活の，修業
時代が終りを告げるわけである。 したがって次稿以後においては， L'I mmoralisteから Les
Faux-M onnayeursにいたる，成長期を迎えた時期の諸作品にあらわれた imageについて，
同様の分析を試みなければならないことになる。
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